
  
 
 
 
 
 
 
 

輝きを求めて～学校運営協議会そして地域・保護者の皆様と 

 学校長  髙畠 聡 

本校には、令和元年度から「学校運営協議会」が設置されています。先日の第 3回協議会では、来年度本校が 30

周年を迎え、その準備について提案し、ご意見を伺うことが主要な議案となりました。その際に、「学校運営

協議会は、学校運営に関して重要な役割を担っているのだから、保護者の皆様にさらにご理解をいただける

ように、もっと地域や保護者の方に『宣伝』をしていく必要があるのでは」という話になりました。 

 

学校運営協議会制度は「学校と保護者や地域の皆さん

がともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させること

で、一緒に協働しながら子供たちの豊かな成長を支え「地域

とともにある学校づくり」を進める法律（地教行法第47条の5）

に基づいた仕組み」です。本校には、14 名の委員の方が

おられ、地域・保護者の代表の方、関係機関の長の方、

地元企業の方、元公立学校長の方など、全ての方が学校

教育に深い見識をおもちの方です。学校からは委員で

ある学校長のほか、副校長、時に主幹教諭も出席してお

話をさせていただいています。年間に 5 回協議会を開

催しており、その様子は学校 HPにもその都度公開して

います（トップのメニューバーに「学校運営協議会」と

いうボタンを設置していますので、よろしければ今までの協議につきまして目を通していただけると幸いで

す）。 

 

わたし自身、学校運営協議会の委員の皆様との協議は毎回、委員の皆様にお会いできることを楽しみにしていると

ともに、しっかりと準備を整えて臨んでいます。常に学校教育目標を念頭に置いた確かな考えをもって、提案やご説

明を行わなければならないからです。学校が学校の理論だけで教育活動を進めていく時代は遠くに去りまし

た。今、学校は、学校としての見識をしっかりともちつつ、それについてきちんと説明したり、柔軟に理念

や方法を見直したりしていくことが求められています。 

 

全国でも有数のまちづくりを誇る港北ニュータウンにある本校の地域は、自然にあふれ、公園が点在し、歩車分離

の遊歩道が通る素晴らしい環境です。一方で、先日本校グラウンドで行われた、「ふれあいの丘連合祭」では、

地域・保護者の方々が「この地域をつくり、愛している」というあたたかさ、強さを子どもたちに姿として

示しておられることが強く心に残りました。そして、日頃は学年・学級の中で過ごす子どもたちが、自分の

生きる基盤であるそれぞれの地域の方とともに活動する生き生きした姿がとても素敵で、新鮮に感じました。

そして、「学校は、地域とともにある」と、改めて感じることができました。その意味でも、学校運営協議会

制度は子どもたちの輝きを求めるわたしたちにとってかけがえのない組織だと思うのです。 

 

そのような視点で、10 月 22 日（土）に実施した運動会を思い返せば、あの、子どもたち一人ひとりのきらめく

ような輝きは、地域・保護者の方々に支えがあって初めて生まれたものだと心から思えます。ほんとうに、

ありがとうございました。季節は冬へ向かいますが、運動会での子どもたちの輝きを胸に、いつも通りに、

子どもたちの今までの積み重ねの上にさらに一つひとつ、確かなものを積み上げていきたいと思います。 
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